
喜多方市の行政サービスに対する満足度・重要度アンケート調査結果（自由記述） 

 

＜学校施設等＞ 

・ 運動公園、遊び場など特別な許可なしでも自由に使用できる施設があれば良い。 

・ 学校の老朽化に対策が講じられていない。 

・ 通学路に歩道もなく不安を感じており、安全に登下校できるようスクールバス運行を望む。 

・ 夜間の学校体育館使用時の電気代について、一定年齢以下の者は無料にしてほしい。 

 

＜学校教育＞ 

・ 学校の教員体制を充実させ、児童、教師がのびのびと学習・教育ができるようにしてほしい。 

・ 学校教育にお金を使い、教育に力を入れてほしい。 

・ 将来を担う子どもの育成への支援を望む（義務教育６年間は無償化、進学補助など）。 

・ 地域の方が子供の教育に参加できるようにすることも必要。（例：部活動の指導、学校行事のボ

ランティア参加など） 

・ 子供達が進学していく上での教育環境の整備や手当て等を望む 

・ 学業で喜多方を出てもＵターンするような学費援助等の仕組みを望む。 

・ 塾に行ける家庭の経済力や親の学力で子供の学力に差が出ているので、市で寺子屋的な勉強フ

ォローを検討してほしい。 

・ 優秀な子供が会津若松市、他市、他県に流れてしまう傾向にある。 

・ 図書室が狭く、子ども１人あたりの本が足りないと聞いた。 

・ 中学校では知的障害の生徒に対しては、小学校とあまりに違うとの避難の声を聞いた。 

・ 教育委員会のコロナに対しての対応が迅速に進められ、先を予測しながら各学校へ通達してい

るのがとても強く感じました。 

・ 中学校に通級学級を作ってほしい。 

 

＜学校給食＞ 

・ 給食費の無料化、給食の自校方式、米や野菜の地産地消を望む。 

・ 自分で食べる給食費は自分で支払うべきであり、給食費の負担軽減は必要ない。教育費、パソコ

ン、タブレットを充実させるべき。 

 

資料４ 



＜県立高校＞ 

・ 喜多方に住んでいる子は地元の高校に通えるようにレベル別の高校を残してほしい。 

・ 耶麻農業高校の統合には反対。 

・ 特色ある高校運営が必要であり、また、大学や専門学校などで一度市外に出ても市内に就職す

れば返済不要となるような奨学金制度を作ることも必要。 

 

＜生涯学習＞ 

・ 青少年の育成、一人親問題に特段の施策を望む。 

・ 市でマイクロバスを何台か所有し、スポーツ少年団や中学校のスポーツ大会へ参加する時に、

運転手付きで無料で運行できるバスがあれば雇用にもつながるので良い。 

・ スポーツ広場を人工芝にしてほしい。 

・ ＩＴやデジタル化が進み、人と人とのつながりや町内、集落単位、隣組同士のつながりが少な

く、自分本位になっている。もっと子供や親子などの社会教育活動が必要。 

 

＜文化＞ 

・ 文化財の保護保存、小田付地区の保存補修について、実存して今も商店として昔の姿がある所

は保存補修を大切にすべき。 

 

＜中央公民館＞ 

・ 喜多方プラザでの公演等の催しが良く分からないので広報等で知らせて欲しい。 

 

＜図書館＞ 

・ 誰でも気軽に利用できる明るい図書館が早くできることを願う。 

・ 一般小説等の蔵書についてはどうしても規模の都合もあり少ないので、移築の際はもう少し増

加してほしい。 

 

＜美術館＞ 

・ 美術館、勤労青少年ホームは廃止すべき。 


